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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月8日(2016.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ヒトの片眼および／もしくは両眼、ならびに／または視覚系によって認識可能な視野を、
評価および／または実行するマーカーを提供する方法であって、前記方法は、
　前記ヒトの片眼または両眼の視野の特定の場所で、サッカード誘発刺激ＳＴＳを検知す
る、周辺視野の能力、
　前記ヒトの片眼または両眼の視野の特定の場所で、サッカード誘発刺激ＳＴＳによって
誘発されるサッカードを実行することにより、標的を正確に捉える、ヒトの片眼または両
眼の能力、および／または、
　前記ヒトの片眼または両眼の、円滑追跡誘発刺激ＳＰＴＳによって誘発されている円滑
追跡の精度
を評価することを含み、該評価が、
ａ）前記片眼または両眼が、先行する固視像ＦＯpに正確に固定されている場合、すなわ
ち、前記ＦＯpが前記ヒトの片眼または両眼の窩に配置されている場合にのみ前記ヒトが
識別可能な、先行する固視像ＦＯpに固定されている前記片眼または両眼に、提供された
前記ＳＴＳまたはＳＰＴＳにそれぞれ応じて、サッカードまたは円滑追跡を実行させ、
ｂ）前記片眼または両眼が固視像ＦＯに正確に固定されている場合、すなわち、前記ＦＯ
が前記ヒトの片眼または両眼の窩に配置されている場合にのみ前記ヒトが識別可能な固視
像ＦＯを、前記ヒトの片眼または両眼が前記サッカードの最後または前記円滑追跡中に固
定されるべき場所に提供し、
ｃ）前記ＦＯの識別と呼ばれる、前記ＦＯを識別することを前記ヒトに行わせ、
ｄ）前記ヒトに前記ＦＯの識別を報告させ、
ｅ）報告された前記ＦＯの識別の正確性、ならびに
　前記ＳＰＴＳが用いられる場合、前記ＳＴＳおよび／またはＦＯの提供時点、および
　前記ＦＯの識別の報告時点
を記録し、
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ｆ）前記ＳＴＳが用いられる場合、前記ＳＴＳまたはＦＯの提供と、前記ＦＯの識別の報
告との間の期間を、および／または、前記ＳＰＴＳが用いられる場合、前記ＦＯの提供と
、前記ＦＯの識別の報告との間の期間を計算する
ことによってなされ、
　識別の報告が誤っていること、もしくは識別がないこと、および／または、
　前記ヒトに対応した人々にとって正常とみなされる遅延と比較して、または、前記ヒト
の片眼または両眼の視野の他の場所に関する遅延と比較して、または、前記ヒトの一生の
より早い時期に取得された遅延と比較して、正確な識別の報告における遅延が延長してい
ることが、
　前記ヒトの片眼または両眼の視野の前記特定の場所で前記ＳＴＳを検知する、前記ヒト
の片眼または両眼の能力、
　前記ＳＴＳによって誘発されるサッカードを実行することにより、標的を正確に捉える
、前記ヒトの片眼または両眼の能力、
　前記ヒトの、前記ＦＯを識別する能力、
　前記ヒトの片眼または両眼の、前記ＳＰＴＳによって誘発されている前記円滑追跡の精
度、および／または
　前記ヒトの前記視覚系の機能
が異常であるか、および／または悪化したことを示すマーカーとなる方法。
【請求項２】
前記方法が、
ｇ）前記片眼または両眼が別の固視像ＦＦＯiに正確に固定されている場合、すなわち、
前記ＦＦＯiが前記ヒトの片眼または両眼の窩に位置する場合にのみ前記ヒトが識別可能
な、別の固視像ＦＦＯiを、直前の別の固視像ＦＦＯpの場所と同じ場所に提供することと
、
ｈ）前記ヒトに、ＦＦＯiの識別と呼ばれる、前記ＦＦＯiを識別することを行わせること
と、
ｉ）前記ヒトに、前記ＦＦＯiの識別の報告を行わせることと、
ｊ）報告された前記ＦＦＯiの識別の正確性と、前記ＦＦＯiの提供時点および前記ＦＦＯ

iの識別の報告時点とを記録することと、
ｋ）ＦＦＯiの提供と前記ＦＦＯiの識別の報告との間の期間を計算することとをさらに含
み、
該期間は、請求項１のステップｆ）で計算された期間から差し引かれて、
　前記ＳＴＳの提供と、前記ＦＯへの前記ヒトの片眼または両眼の正確な固定との間の期
間、および／または、
　前記ＳＰＴＳが用いられる場合、前記ＦＯの提供と、前記ＦＯへの前記ヒトの片眼また
は両眼の正確な固定との間の期間
を評価し、前記期間を、前記ヒトに対応した人々にとって正常とみなされる対応する期間
と、または前記ヒトにとって以前は正常とみなされていた期間と比較することを可能にす
る請求項１記載の方法。
【請求項３】
前記ヒトによる固視像ＦＯの識別の報告の正確性に関する可視フィードバックを提供する
フィードバック刺激ＦＢＳが、前記ヒトが前記ＦＯの識別を報告した直後、すなわち、１
００ｍｓ以内に、前記ＦＯが報告された場所に提供される請求項１または２記載の方法。
【請求項４】
前記方法が、以下の連続的なステップ
ｉ）前記片眼または両眼が第１固視像ＦＯ1に正確に固定されている場合、すなわち、前
記ＦＯ1が前記ヒトの片眼または両眼の窩に位置する場合にのみ前記ヒトが識別可能な第
１固視像ＦＯ1に、前記ヒトの片眼または両眼を固視させるステップと、
ｉｉ）第１識別と呼ばれる、前記ＦＯ1の識別を前記ヒトに行わせるステップと、
ｉｉｉ）前記ヒトに前記第１識別を報告させるステップと、
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ｉｖ）前記ヒトの、前記ＦＯ1に正確に固定された前記片眼または両眼の視野内の、前記
ヒトの視野の前記ＦＯ1とは異なる場所に、第１サッカード誘発刺激ＳＴＳ1を提供するス
テップと、
ｖ）サッカード誘発刺激ＳＴＳ1に応じて、前記片眼または両眼の第１サッカードと呼ば
れるサッカードを、前記ヒトの片眼または両眼に実行させるステップと、
ｖｉ）前記第１サッカード中またはその直後に、第２固視像ＦＯ2を前記ＳＴＳ1の場所に
提供するステップと
を含む多数のサイクルを備え、
前記サイクルのそれぞれに関してステップｉ）～ｖｉ）を繰り返すことを含み、繰り返さ
れる各サイクルにおいて前記ＦＯ1は前のサイクルの前記ＦＯ2であり、
方法において前記識別は報告され、さらに、前記ＳＴＳ1の提供時点、前記ＦＯ2の提供時
点および各サイクルの前記報告時間が記録され、前記ＳＴＳ1またはＦＯ2の提供と、前記
ＦＯ2の識別の報告との間の期間が計算され、
　誤った識別の報告がなされること、もしくは識別がないこと、および／または、
　前記ヒトに対応した人々にとって正常とみなされる遅延と比較して、または、前記ヒト
の片眼または両眼の視野の他の場所に関する遅延と比較して、または、前記ヒトの一生の
より早い時期に取得された遅延と比較して、正確に報告される識別において遅延が延長し
ていることが、
　前記ヒトの片眼または両眼の視野の前記特定の場所で前記ＳＴＳを検知する、前記ヒト
の片眼または両眼の能力、
　前記サッカード誘発刺激ＳＴＳによって誘発されるサッカードを実行することにより、
標的を正確に捉える、前記ヒトの片眼または両眼の能力、
　前記ヒトの、前記ＦＯを識別する能力、および／または
　前記ヒトの前記視覚系の機能
が異常であるか、および／または悪化したことを示すマーカーとなる請求項１～３のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項５】
前記第２固視像ＦＯ2が、前記第１サッカード誘発刺激ＳＴＳ1の終了後、遅延を経て提供
される請求項４記載の方法。
【請求項６】
前記第１サッカード誘発刺激ＳＴＳ1の終了後、前記第２固視像ＦＯ2を提供するときの遅
延は、前記サイクル間で異なる、請求項４または５記載の方法。
【請求項７】
前記サッカードおよび固視の継続時間は、前記第１サッカード誘発刺激ＳＴＳ1の終了後
、前記第２固視像ＦＯ2の提供までの遅延を最小限に定めることにより得られ、これによ
り、前記ヒトの片眼または両眼の視野の所定の場所で所定の強度および継続時間を用いた
、ＳＴＳ1の提供時における、前記ＦＯ2の提供と前記ＦＯ2の識別の正確な報告との間の
計算される期間が最短となる請求項６記載の方法。
【請求項８】
前記サッカード誘発刺激ＳＴＳの強度はサイクル間で異なり、前記視野のどの場所におい
ても前記ヒトの片眼または両眼には見えない強度と、前記ＳＴＳの強度とは無関係に前記
サッカード誘発刺激ＳＴＳに前記ヒトが反応するのに充分に高い強度との間で異なる請求
項４～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
前記固視像ＦＯを識別したときに誤った結果を報告すると、サッカード誘発刺激ＳＴＳを
異なる物理的位置に提供する前に、誤って識別された固視像ＦＯeiと同じ物理的位置に、
新しい固視像ＦＯnを提供することを引き起こす、請求項３に従属する、請求項４～８の
いずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
以前の固視像ＦＯを識別したときの誤った結果の報告によって生じた新しい固視像ＦＯn
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は、新しいサッカード誘発刺激ＳＴＳnに続く請求項９記載の方法。
【請求項１１】
前記ヒトの片眼または両眼のサッカードの実行を誘発することが意図される前記サッカー
ド誘発刺激ＳＴＳとともに、生理的盲点サッカード誘発刺激ＳＴＳbsが、先行するＦＯp

の識別の報告と、その後０～３００ｍｓの間の実質的に同時に提供され、前記ＳＴＳbsは
、前記片眼または両眼が先行する固視像ＦＯpに固定されているときに、前記ヒトの片眼
または両眼の視野の盲点がある場所に提供される請求項４～１０のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項１２】
盲点妨害固視像ＦＯbsdが、盲点サッカード誘発刺激ＳＴＳbsの場所に提供される請求項
１１記載の方法。
【請求項１３】
１つまたは２つ以上の視覚探索妨害固視像ＦＯvsおよび／または紛らわしい固視像ＦＯm

が、前記サッカード誘発刺激ＳＴＳの場所の前記固視像ＦＯと実質的に同時に、前記ヒト
の片眼または両眼の視野の選択された場所に提供され、前記ＦＯvsは、前記ＳＴＳの場所
に提供される前記ＦＯとは区別できる請求項４～１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
前記方法が、ヒトの片眼および／または両眼の、円滑追跡誘発刺激ＳＰＴＳによって誘発
される円滑追跡の精度を評価することを含んでおり、該評価は、
ｉ）前記ＳＰＴＳに応じて、前記ヒトの片眼または両眼に円滑追跡させること、
ｉｉ）前記片眼または両眼が前記ＦＯに正確に固定されている場合、すなわち、前記ＦＯ
が前記ヒトの片眼または両眼の窩に位置する場合にのみ前記ヒトが識別可能な固視像ＦＯ
を、前記円滑追跡の間前記ヒトの片眼または両眼が固定されると予測される場所に提供す
ることであって、前記ＦＯは、前記ＳＰＴＳと同じ角速度および方向に移動している、提
供すること、
ｉｉｉ）前記ＦＯの識別と呼ばれる、前記ＦＯを識別することを前記ヒトに行わせること
、
ｉｖ）前記ヒトに前記ＦＯの識別を報告させること、
ｖ）報告された前記ＦＯの識別の正確性、ならびに
　前記ＦＯの提供時点、および
　前記ＦＯの識別の報告時点
を記録すること、
ｖｉ）前記ＦＯの提供と、前記ＦＯの識別の報告との間の期間を計算すること
によりなされ、
　誤った報告がなされること、もしくは識別がないこと、および／または、
　前記ヒトに対応した人々もしくは前記ヒトにとって正常とみなされる遅延と比較して、
正確な識別の報告における遅延が延長していることが、
前記ヒトの片眼もしくは両眼の円滑追跡の精度が異常であるか、および／または悪化した
ことを示すマーカーとなる請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
前記方法が、サッカード誘発刺激ＳＴＳが用いられる場合、前記ヒトの片眼もしくは両眼
のサッカードのアクティブな監視を含まず、および／または、円滑追跡誘発刺激ＳＰＴＳ
が用いられる場合、前記ヒトの片眼もしくは両眼の円滑追跡のアクティブな監視を含まな
い請求項１～１４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
ヒトの片眼および／もしくは両眼、ならびに／または視覚系によって認識可能な視野を、
評価および／または実行するためのマーカーを提供するシステムの使用であって、前記シ
ステムは、
ａ）少なくともサッカード誘発刺激ＳＴＳまたは円滑追跡誘発刺激ＳＰＴＳと、前記片眼
または両眼が固視像ＦＯに正確に固定されている場合、すなわち、前記ＦＯが前記ヒトの
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片眼または両眼の窩に位置する場合にのみ前記ヒトが識別可能な固視像ＦＯとを、特定の
場所に提供することが可能な単一または複数のディスプレイと、
ｂ）前記ＦＯを識別するヒトが、データ処理ユニットに、自身による前記ＦＯの識別を報
告可能な報告手段と、
ｃ）ソフトウェアを備えるデータ処理ユニットとを備え、前記ソフトウェアが少なくとも
、
ｉ）前記単一または複数のディスプレイ上で、少なくとも前記ＳＴＳおよび／またはＳＰ
ＴＳ、ならびに前記ＦＯを、前記特定の場所に提供し、
ｉｉ）報告された前記ＦＯの識別の正確性を記録し、
ｉｉｉ）前記ＳＴＳおよび／またはＳＰＴＳ、ならびにＦＯを、前記特定の場所に提供す
る時点と、前記識別の報告時点とを記録し、
ｉｖ）前記ＳＴＳが用いられる場合、少なくとも、前記ＳＴＳまたはＦＯの提供と、前記
ＦＯの識別の報告との間の期間を計算し、および／または、前記ＳＰＴＳが用いられる場
合、前記ＦＯの提供と、前記ＦＯの識別の報告との間の期間を計算する
ためのものであり、
前記ＳＴＳおよび／またはＳＰＴＳ、ならびに固視像ＦＯは、前記単一または複数のディ
スプレイに提供され、識別の時点および報告が登録され、期間は、請求項１～１４のいず
れか１項に記載の方法にしたがって計算されるシステムの使用。
【請求項１７】
前記データ処理ユニットのソフトウェアが、原点が視野の中心となる標準的な視野座標系
に提供される前記サッカード誘発刺激ＳＴＳの場所を記録するためのものでもある請求項
１６記載の使用。
【請求項１８】
請求項１～１５のいずれか１項に記載の方法を実行することによって、ヒトの片眼および
／もしくは両眼、ならびに／または視覚系によって認識可能な視野を、評価および／また
は実行するためのマーカーを提供するシステムであって、前記システムは、
ａ）少なくともサッカード誘発刺激ＳＴＳまたは円滑追跡誘発刺激ＳＰＴＳと、前記片眼
または両眼が固視像ＦＯに正確に固定されている場合、すなわち、前記ＦＯが前記ヒトの
片眼または両眼の窩に位置する場合にのみ前記ヒトが識別可能な固視像ＦＯとを、特定の
場所に提供することが可能な単一または複数のディスプレイと、
ｂ）前記ＦＯを識別するヒトが、データ処理ユニットに、自身による前記ＦＯの識別を報
告可能な報告手段と、
ｃ）ソフトウェアを備えるデータ処理ユニットとを備え、前記ソフトウェアが少なくとも
、
ｉ）前記単一または複数のディスプレイ上で、少なくとも前記ＳＴＳおよび／またはＳＰ
ＴＳ、ならびに前記ＦＯを、前記特定の場所に提供し、
ｉｉ）報告された前記ＦＯの識別の正確性を記録し、
ｉｉｉ）前記ＳＴＳおよび／またはＳＰＴＳ、ならびに前記ＦＯを、前記特定の場所に提
供する時点と、前記識別の報告時点とを記録し、
ｉｖ）前記ＳＴＳが用いられる場合、少なくとも、前記ＳＴＳの提供と、前記ＦＯの識別
の報告との間の期間を計算し、および／または、前記ＳＰＴＳが用いられる場合、前記Ｆ
Ｏの提供と、前記ＦＯの識別の報告との間の期間を計算するためのものであり、
ｄ）前記データ処理ユニットの前記ソフトウェアは、請求項１～１３のいずれか１項に記
載の方法にしたがって、前記ヒトの片眼もしくは両眼、および／または眼球運動機能によ
って認識可能な視野の評価を実行するシステム。
【請求項１９】
前記システムが、多数のディスプレイを備えるディスプレイセットを備える請求項１８記
載のシステム。
【請求項２０】
前記システムが、単一のディスプレイ、複数のディスプレイまたはディスプレイセットを
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備え、前記単一または複数のディスプレイの大きさは、１２インチ～１６８インチである
請求項１８または１９記載のシステム。
【請求項２１】
前記単一または複数のディスプレイは、それぞれが、少なくとも前記サッカード誘発刺激
ＳＴＳおよび前記固視像ＦＯを表示することができ、円滑追跡誘発刺激ＳＰＴＳ、別の固
視像ＦＦＯおよびフィードバック刺激ＦＢＳも表示することができる請求項１８～２０の
いずれか１項に記載のシステム。
【請求項２２】
前記単一または複数のディスプレイは、ディスプレイユニットが、ヒトの片眼または両眼
を評価するときに用いられることが意図されて、その評価されるべき前記片眼または両眼
から離れて配置される場合に、前記ディスプレイユニットが、前記ディスプレイユニット
に固定される前記片眼または両眼に向くとき、前記片眼または両眼の視軸と異なる偏心角
度で、サッカード誘発刺激ＳＴＳおよび／または固視像ＦＯを表示することができ、前記
単一または複数のディスプレイの前記ＦＯのいずれかに固定されるとき、意図された評価
に適用可能となるように配置される請求項１８～２１のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項２３】
前記単一のディスプレイ、複数のディスプレイまたはディスプレイセットが、評価される
べき前記片眼および／または両眼の光軸に前記単一のディスプレイ、複数のディスプレイ
またはディスプレイセットが垂直であることの確認、および／または、前記単一のディス
プレイ、複数のディスプレイまたはディスプレイセットの長手軸が直立位置から左側また
は右側に逸脱している角度の確認を可能にする、単一のまたは複数の位置センサを備える
請求項１８～２２のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項２４】
前記システムが、前記単一のディスプレイ、複数のディスプレイまたはディスプレイセッ
トと、前記ヒトの片眼または両眼との間の距離を監視するための、少なくとも１つのセン
サを備える請求項１８～２３のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項２５】
前記システムが、周辺輝度を監視するための少なくとも１つのセンサを備える請求項１８
～２４のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項２６】
前記システムが、前記ＳＴＳおよび／またはＦＯの明度を調節するための手段を備える請
求項１８～２５のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項２７】
前記システムが、前記ヒトの頭部に取り付けられる単一または複数のセンサを備え、前記
単一または複数のセンサは、前記ヒトの視野にサッカード誘発刺激を表示するときに、前
記頭部の回転の速度、タイミングおよび／または角度を検知できる請求項１８～２６のい
ずれか１項に記載のシステム。
【請求項２８】
前記システムが、サッカード誘発刺激ＳＴＳが用いられる場合、前記ヒトの片眼または両
眼のサッカードをアクティブに監視する手段を含まず、および／または、円滑追跡誘発刺
激ＳＰＴＳが用いられる場合、前記ヒトの片眼または両眼の円滑追跡をアクティブに監視
する手段を含まない請求項１８～２７のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項２９】
請求項１～１５のいずれか１項に記載の、ヒトの片眼および／もしくは両眼、ならびに／
または視覚系によって認識可能な視野を、評価および／または実行するためのマーカーを
提供する方法を実行するシステム用のソフトウェア製品であって、前記ソフトウェア製品
は、少なくとも、
ｉ）単一または複数のディスプレイ上で、少なくともサッカード誘発刺激ＳＴＳおよび／
または円滑追跡誘発刺激ＳＰＴＳ、ならびに、前記片眼または両眼が固視像ＦＯに正確に
固定されている場合、すなわち、前記ＦＯが前記ヒトの片眼または両眼の窩に位置する場
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合にのみ前記ヒトが識別可能な固視像ＦＯを、特定の場所に提供し、
ｉｉ）前記ヒトの片眼または両眼による、報告されたＦＯの識別の正確性を記録し、
ｉｉｉ）前記ＳＴＳおよび／またはＳＰＴＳ、ならびに前記ＦＯを、前記特定の場所に提
供する時点と、前記識別の報告時点とを記録し、
ｉｖ）少なくとも、前記ＳＴＳまたはＦＯの提供と、前記ＦＯの識別の報告との間の期間
を計算し、および／または、前記ＳＰＴＳが用いられる場合、前記ＦＯの提供と、前記Ｆ
Ｏの識別の報告との間の期間を計算するための
手段を備えるソフトウェア製品。
【請求項３０】
前記ソフトウェア製品が、ヒトの片眼または両眼の標準的な視野座標系に提供されるサッ
カード誘発刺激ＳＴＳの場所を記録するための手段をさらに備える請求項２９記載のソフ
トウェア製品。
【請求項３１】
前記ソフトウェア製品が、サッカード誘発刺激ＳＴＳおよび／または固視像ＦＯの各強度
に関して、前記ソフトウェア製品を用いてもたらされた結果の許容誤差を定める手段を備
える請求項２９または３０記載のソフトウェア製品。
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